













































非線型方程式 と再こついての線型方程式が得 られる｡従って厳密解 を求める問題はf,a'の連














































alE′_ f′2+01+～呼 市J 2 ∂lE, ∂2E'-
f,2+01+何
J 2
但 しβ1-J了｡次の式で定義 される補助関数 (pseudopotential)¢1
























･1¢2-一 里宕 (62alE･alE*,･か ¢2-1)(62･1),
･262--虹 ユ (∂2E･6282E*)+吉 (¢211)(62･1),27
を使って












･1E′-ま く(1-{2)(032･1,･2{203･ (ll ( 2 , ( 0 3 - 1)
1+C2














032+2丁 子 03 + l l,
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表 音





8163-を (33(1･{73)∂1E-(33+ " l E *1-孟(73-1)(73･1),
8263-着 ト (1+{73)∂1E･73(33･{)alE* ト 志 (33-1)(33･1)｡
6,,33を使ってB･T･Ⅳは
f'63(1+(63)
f ¢3+l
f'¢3(I+¢3)
f 1+(63
f'3,(1十(53)
∂1E/--ユニ
f F3+(
′■l′
f' 1+(¢3
∂2E/---∠丁
fg3(33+()
63(11{2)
I:,:.+I
¢3(1-(2)
･1E･妄 (1+{33),
∂ZE+｣ 二 (1+lg3),
2pd3(
と表わされる｡上式を1/βの巾で展開して,その第-項のみを残 したとき,¢3を使った表式
はB.T.Ⅱに,3,を使った表式はB.T.Ⅱに一致する｡
以上のことからB.T.Ⅳは,すでに知られていたEhlers変換とKillingベクトルの回転によ
る変換をその特別なケースとして含む,より一般化された変換であることがわかる｡更にこ
のペックルント変換から逆散乱法のLaxpairが導かれることも知られている｡ ソリトンの物
理で有効であった方法が,アインシュタインの方程式の厳密解を求める際にも有効な方法で
あることが示されたわけである｡
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